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文献紹介

関連雑誌の特集

医学図書館．2007;54(4)

特集：第78回ＮＰＯ法人日本医学図:iI;:館協会

総会

●「第78回ＮＰＯ法人日本医学図書館協会総

会」全体報告

●第１分科会「医学図書館員としての専門性

と認定資格制度」参加報告

●第２分科会「患者図書室の必要性と設立の

ための問題点」に参加して

●第３分科会「オープンアクセスと機関リポ

ジトリ」参加報告

・第４分科会報告｢学術雑誌問題(一電子ジャー

ナルとILLを含めて－)」

特集：第１４回医学図書館員基礎研修会

●グループ討議１－Ａ：資料構築における資

料選定基準の必要性

●グループ討議１－Ｂ：利用しやすい病因図

書室のために－Ｋ病院の事例から－

●グループ討議２－Ａ：利用促進のために

●グループ討議２－Ｂ：サービス

●グループ討議３－Ａ：看護スタッフの学術

情報活用の自立支援

●グループ討議３－Ｂ：情報リテラシーの向

上を目指して

電子ジャーナル

信州大学医学部剛書館におけるメディカルオン

ラインの利用動向と効果

小島浩子

医学図書館．2007;54(4):375-9．

冊子体とのタイムラグの測定や文献被写依

頼の受付の省力化、複写依頼のなかった来所職

タイトルがメディカルオンライン導入後多数ダ

－４４－

薬学|X|,I}:館．2007;52(4)

特集：大学の公開するWebデータベースの紹

介

●城西大学薬学部食品一医薬品相互作用デ

ータベースについて

●民族薬物データベースと証類本草データベ

ース

●薬剤選択（後発品検索・薬斉１１饗抑制効果算

出）支援システム

ほすぴたるらいぶらりあん．2007;32(4)

特集：ネットワークの可能性

●「島根県病院図書室セミナー」から地域医

療支援を考える

●沖純メディカルライブラリー研究会におけ

る雑誌総合目録作成について

●２３年目の福島県医療機関図衿室協議会

●新潟県病院図‘l}:室研究会の研修会紹介「文

献検索の講義と演習」

●北海道病院ライブラリー研究会一ホーム

ページ、ＮＥＷＳＬＥＴＴＥＲを中心に

●医療・健康に関する地域連携パスファイン

ダーの作成

ウンロードされるなど、メディカルオンライン

を導入して、その利川状況とそこから気づいた

さまざまなことの報告が参考になる。

学術川版のこれからの10年を展望する－ユサコ

株式会社2007年観桜会セミナー－

ジョン・コックス発表，増'１１避訳

薬学lXI11I:館．2007;52(4):347-57．

激動ともいえる学術出版の現状を、オープ



ンアクセスやインパクトファクター、Web2.0

といったキーワードで、わかりやすく解説して

いる。

図書館

図書館の原点を大事にしよう

西村一夫

みんなの図書館．2007;368:2-10．

公共図書館においても、地方財政危機と指定

管理者制度など管理運営の委託といった職員体

制の悪化が叫ばれているが、そういう状況の中

で図書館の原点を見直すべきだとして、資料提

供やカウンターの大切さを説く。

図書館員図書館員

医学・医療系凶諜館貝の認定盗格制度

長谷川昭子

日本図押館情報学会誌．2007;53(3):147-71．

医学・医療系lxliII:館典の認定盗格llill度の意義

と課題についてうまく雅理された、２３ページに

わたる論文である。ここではへルスサイエンス

情報専門員認定盗格制度と、病側協が関わり結

局実現には至らなかった病院I叉lIII:館認定盗格制

度が論じられている。病図協にも摘側研にも属

さない著者による経緯の整理と評価は、われわ

れ病図協の人間にも学ぶところが多い。

その他

医療・健康に関する地域連携パスファインダー

の作成

市川美智子，坪内政義

ほすぴたるらいぶらりあん．2007;32(4):245-9．

病図協でも第１１５回研修会でご講演いただい

たが、凶詳館パスファインダーの作成について

の報告。'作成されたパスファインダーはイン

ターネット上でみることができ、レファレンス

ツールや各分野の側諜解題等、有効な情報源と

－４５－
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文献紹介

して活用することができる。

四文献の入手は、所蔵館へお申し込みくださ

いｏ

■「情報の科学と技術」は協議会で購読してい

ます◎

図興味ある文献を分かちあいましょう。参考に

なる文献がございましたら、会誌編集部まで

お知らせください。
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